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文化芸術活動を通して享受する楽しさや感動は，人生の喜び，生きる糧となるもので，

日々の暮らしに潤いをもたらし，心豊かな市民生活や活力ある社会の基礎ともいえるもの

です。

大西秀人高松市長は，2期目のマニフェスト2011年版の中に「高松クリエイティブ・イノ

ベーション 創造性豊かな 海園・田園・人間都市へ」をテーマに掲げ，特に『「芸術文

化・スポーツ」の振興を図る』として，その第一番目に「①「芸術文化振興条例（仮称）」

を制定し，人の心を豊かにする芸術文化活動の支援」を謳いました。

また，翌平成24年4月には，住民一人一人が創造的に生きていくまちを目指して，機構改

革に取り組み，産業，観光と文化芸術やスポーツなどの施策を一体的に展開しやすく，ま

た相乗効果を生んでいこうと「創造都市推進局」を立ち上げました。

これらを受け，高松市では，日々の暮らしの中で，文化芸術の薫りに包まれ，心の豊か

さを実感できるまち「たかまつ」を実現するため，平成25年度において，高松市の文化芸

術振興の基本理念となる文化芸術振興条例（仮称）を制定することになりました。平成24

年6月，「高松市文化芸術振興条例検討委員会」が設置されると，日ごろより文化芸術に深

く携わり，それぞれの分野で広い経験を持つ15名の委員によって構成された委員会では，

毎回，条例の理念や方向性などについて熱心な議論を重ねてまいりました。これまで8回の

審議の末，このたび，素案とその考え方等をとりまとめた「高松市文化芸術振興条例（仮

称）基本的な考えについて〈報告〉」を作成いたしました。

特に，委員会では，①市民はじめ各主体の，自主性や創造性が十分に尊重されること，

②それら主体が，文化芸術に広く親しむことができる環境づくり，③各主体が互いに協働

することにより，高松らしい個性豊かで魅力に満ちた創造都市高松を築いていくこと，④

過去を尊び未来へ継承すると同時に，現代を生きる者として文化芸術の今日的な多様性を

享受すること，などを条例に盛り込む大切な視点としながら，この報告書を取りまとめて

きました。

私たち，高松市文化芸術条例検討委員会の全委員は，今後の条例制定に当たり，理念条

例に終始することなく当報告書の趣旨が生かされることを，そして，この条例の下に，高

松市の文化芸術が伸びやかに枝葉を広げ，市民等の暮らしに潤いをもたらし，活力にあふ

れるまち高松が再創生されていくことを心から願うものです。

平成25年6月28日

高松市文化芸術振興条例検討委員会

委員長 橋 本 一 仁

はじめに
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文化芸術は，私たちの創造性を育むとともに，その心を癒し，豊かにし，私たちに生

きる喜びや誇りを与えて将来への希望を灯すものである。また，文化芸術は，それ自体

が固有の意義と価値を有するとともに，人々を固定観念から解放し，相互に理解し尊重

しあう土壌を醸成することにより，多様な文化や価値観を共有することができる寛容性

の高い社会の形成に寄与するものである。さらに，文化芸術は，文化としての源を共有

するスポーツや観光，農業なども含めた幅広い産業等と濃密に連携させることにより，

人々が幸せを感じられる人間中心のまちづくりの推進力となるものである。

本市の先人たちは，自らを広く開き歴史を重ねる中で，外からの文化を柔軟に取り入

れるとともに，個性豊かな文化芸術を生み出し，育ててきた。このことは，本市を文化

都市として発展させ，市民共通の拠りどころとして重要な意味を持ち，グローバル化が

進展する中にあって，自己認識の基点となり，文化的な伝統を尊重する心の支えとなる

ものである。

私たちは，文化芸術を創造し，享受し，文化的な環境の中で豊かに生きることが人々

の普遍的な願いであることを確認し，ここに，文化芸術が真価を十分に発揮することが

できるような基盤の整備と環境の形成を図り，本市の文化芸術の発展と新たな創造を推

進するため，この条例を制定する。

［考え方］

住民一人一人が創造的に暮せる魅力あるまち（創造都市）高松を目指し，文化芸術の振

興に対する基本的な考え方を明らかにし，文化芸術に関わるすべての者（市，市民，学校，

団体）が担う役割を認識する上で，それぞれの自主性が尊重され，互いに協働連携を深め

ることにより，文化芸術の広い意味での創造・発展を図ることを明らかにしています。

特に文化芸術が，次代を担う子どもたちの豊かな人間性の形成に重要な役割を果たすも

のであり，また未来へと個性豊かな風土が継承され続けるために不可欠な要素であるとの

視点に立ち，世代，地域やジャンル等を超えて多層的な文化芸術の振興に努めることを表

明します。

文化芸術が持つ普遍的価値に重きを置き，社会の変化や時代の趨勢などに文化芸術の振

興が左右されることなく，人々が心の豊かさを希求し文化的な環境の中で生きることがで

きるように，いかなる時代や時流であっても将来にわたり，文化芸術の振興を推進するも

のです。
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高松市文化芸術振興条例（仮称）に盛り込むべき内容と考え方

１．条例制定の趣旨（前文）



２

この条例は，文化芸術の振興に関して，基本理念を定め，市の責務ならびに市民，学

校および団体の役割を明らかにするとともに，市民等の理解と協力を得ながら進むべく

基本施策を定めることにより，総合的かつ計画的に文化芸術の振興を推進し，もって市

民等らが生き生きと心豊かに暮せる高松らしい魅力に満ちた地域社会の実現に寄与する

ことを目的とする。

［考え方］

文化芸術そのものの振興を図ることを第一義の目的とし，それら振興の過程および結果

として，心豊かで誇りに満ちた市民生活【個人の尊厳】および活力にあふれる地域社会の

実現【コミュニティの強化】と文化芸術を享受する土壌を未来に伝える人づくり【恩恵の

継承】に寄与するものです。

この条例において，次の各号に掲げる用語の意義は，当該各号に定めるところによる。

・文化芸術とは，文学，音楽，美術，工芸，写真，映像，書道，演劇，舞踊，建築，デ

ザインその他の芸術，茶道，華道をはじめとする生活文化並びに有形および無形の文化

財，地域固有の伝統工芸，民俗芸能その他の伝統文化をいう。

［考え方］

国の文化芸術振興基本法（平成 13年法律第 148 号）では，「文化芸術」の定義はなされ

ていませんが，振興に関する基本的施策において分野を細かに例示しています。ここでは，

「文化芸術振興基本法が対象とする芸術文化，生活文化その他多様な文化領域を含むもの

をいう。」という包括的な表現ではなく，個別に分野を列記することにより，高松らしい

文化芸術を希求する契機にしたいと考えました。それらは，国の文化芸術振興基本法の基

本的施策に範を取り，項目を整理する中，ピックアップしたもので，地域固有の個別ジャ

ンル（漆芸，盆栽等）については第 16条で明記することにしました。

なお，一般的に言う「文化」には，食やスポーツなども広く含まれますが，この条例上

の定義ではそれらを対象にするものではありません。

また，「文化芸術活動」は，「文化芸術」にかかるあらゆる活動のことを指すものであ

り，ここの定義で改めて言及しないものです。
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２．条例の目的

３．用語の定義



・市民とは，市内に居住，通勤および通学する者ならびに市内を活動の場とする個人を

いう。

・学校とは，市内に存する，学校教育法で定める，幼稚園，小学校，中学校，高等学校，

中等教育学校，特別支援学校，大学及び高等専門学校およびこれに準ずる各種学校等

教育関係機関をいう。

・団体とは，市内を活動の場とする企業，市民活動団体(NPO 等)，文化団体，地域コミュ

ニティ協議会等をいう。

［考え方］

自らを取り巻く文化芸術において，それぞれに役割を担うものとの考えに立ち，地域社

会の一員としての文化芸術活動を市民，学校，そして団体に期待するものです。

学校とは，学校教育法に定める機関を基本としつつも，これに準ずる各種専修学校等も

含み，広義の教育関係機関を指します。また，近年の居住地や活動エリアの拡大交流に伴

い，市民および団体においては，「市内を活動の場とする」と広義に捉えます。

・文化芸術を行う者の自主性および創造性が十分に尊重されなければならない。

［考え方］

文化芸術を「行う者」と括ったこの項目は，表現者（プレイヤー）にスポットを当てる

ことで，文化芸術活動の資質アップおよび広く普及を目指すものです。それにより表現者

やその活動が守られ，地位向上にも繋がるという考えです。

・文化芸術を創造し，享受することは人々の生まれながらの権利であることにかんがみ，

市民が等しく，文化芸術を鑑賞し，これに参加し，またこれを創造することができるよ

うな環境の整備が図らなければならない。

［考え方］

市民一人ひとりの自主性・創造性が尊重されてはじめて，憲法第21 条に謳われている「表

現の自由」が実現するものと認識した上で，市民等の文化芸術の創造や享受へと広がりが

持てるよう環境の整備を図ります。ここで言う「環境の整備」の「環境」とは，制度面で

は①場，②機会，③アクセス，働きの面では①享受，②創造，③発表，④交流，⑤学習，

⑥継承の観点があり，これらは「基本施策」に反映させていくものです。
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基本理念



・市民，学校，団体および市との間における様々な協働により，文化芸術を担う人材を

育て，国内外に発信することができる魅力ある高松の文化芸術の創造が行われるよう配

慮されなければならない。

［考え方］

それぞれの主体が連携協働することにより，①文化芸術を「行う者」の育成（プロフェ

ッショナル，アマチュアを問わず），②文化芸術と社会とのつなぎ手の育成（アートマネ

ージャー，アートコンシェルジュなど），③文化芸術ファンの拡大（ここでは集客数では

なく，広く市民が文化芸術を享受する力を身につけ，文化芸術のよき理解者となり，自分

らしく自由に表現できるなど文化芸術が市民に浸透することを指す），④次代を担う子ど

もたちの人づくり，などをするもので，それら多層な人的資本によって高松の文化芸術が

成長することを望むものです。

・過去から培われてきた高松の文化芸術が，市民の財産として保護され，保存され，継

承されるとともに，地域固有の文化として将来においても活用および発展されるよう配

慮されなければならない。

［考え方］

過去を尊び再検証し，地域に残る伝統文化や芸術を市民の財産として，その価値や魅力

を再発見しつつ未来へと継承するものです。と同時に，それら伝統的な技術に現代的なセ

ンスを加えて発展させていくことで，新たな魅力を持った文化芸術が創造されるよう配慮

されるべきことを表現しています。

・市民一人ひとりの価値観が尊重されることにより，多様な文化芸術の発展が図られる

よう配慮されなければならない。

［考え方］

文化芸術活動を行うに際して，年齢，性別，居住地域，障害の有無，国籍，民族等によ

って差別されることなく，市民の誰もが文化芸術を楽しむことができるような配慮・施策

が必要であることを定めています。
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(1)市の役割・責務

・市は，前条の基本理念にのっとり，文化芸術の振興に関する施策を策定し，および実

施する責務を有するとともに，市民等と協働し，地域における人材，資源，情報等を生

かして，創造的な文化芸術の振興を図るものとする。

・市は，文化芸術の振興に関する施策を推進するため，必要な財政上等の措置を講ずる

とともに組織内および関係機関との連携を図るものとする。

［考え方］

市の役割・責務を強く自覚し，第３条の基本理念にのっとり，文化芸術の振興に関する

施策の総合的な策定・実施を定めています。

文化芸術の振興とは，市民等がそれらを享受するとともに，自由に創造・発表し，また

交流し，自らの学びとする中，次代に継承することです。そのために，市は，表現者らに

よる創造的活動やそれらを支える活動に対して積極的な支援に取り組みます。

また，理念条例とはいえ，実効性のあるものとして，文化芸術の振興施策推進のため，

必要な財政上の措置を講じると共に，後発の条例制定であることから，この条例を運用す

る人々が柔軟に対応できるよう組織内外の連携に特に努めることを定めています。

(2)市民の役割

市民は，自らが文化芸術を担う主体として，様々な文化芸術を鑑賞し，これに参加し，

又はこれを創造する活動を通して文化芸術の振興に寄与するとともに，相互に理解し，

尊重し，交流を深めるよう努めるものとする。

［考え方］

文化芸術に対する嗜好は個人的なものですが，互いの文化活動を理解し，尊重の心が生

まれることにより，さらに広がりのある文化芸術環境の実現を，個人的なレベルにおいて

も目指すものです。

(3)学校の役割

学校は，次代を担う子どもの豊かな人間性を形成する機関であることから，児童，生

徒，学生等が文化芸術に触れる機会の充実を図るとともに，文化芸術を担う人材の育成，

また地域との連携により，地域文化の活性化等に努め，文化芸術の振興に積極的な役割

を果たすものとする。
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５．主体ごとの役割



［考え方］

未来を担う子どもたちへの文化芸術体験の充実拡大は，各家庭に期待するだけでなく，

学校教育にこそ潜在力があると考え，「学校の役割」を明記しました。

学校は地域との関係性も深く，様々な集団や社会の中で子どもたちが文化芸術を創造・

享受する機会を与えることができます。子どもたちの文化芸術に触れる機会を等しく保障

することにより，心豊かに人間性を育み，また多様な価値観を認め合う人間関係を築くこ

とで，心身ともに健やかに成長できる環境を整えていくことが大切であると考えます。

(4) 団体の役割

団体は，地域社会を構成する一員として，その保有する資源を活用し，自主的に文化

芸術活動を展開するとともに，市民等の文化芸術の支援に努めるものとする。

［考え方］

団体の役割として，自ら文化芸術活動を行うことのほかに，自主的に市民等の文化芸術

活動の支援にも努めることで社会貢献を果たすことを定めるものです。また市はじめ他の

主体や組織との積極的な連携により，よりダイナミックで発展的な文化活動を望むもので

す。

市民等が文化芸術を享受するとともに，自由に創造・発表することができ，また文化芸

術を通じて交流し，自らの学びとし，次代に継承していくために「基本理念」にそって，

１０の基本となる施策を定めていきます。

項目を見るだけで，条例内容をイメージできるよう，項目を細分化し，具体的なキャッ

チを選んでいます。

(1)人材育成

市は，文化芸術活動を担う人材の育成に加えて，連携協働するための人材育成を図る

ものとする。

［考え方］

人的ネットワークを構築することで，プロフェッショナル，アマチュアを問わず，文化

芸術の創造・享受する層の拡大を図り，またアートマネージャーなど文化芸術と社会との

つなぎ手や専門家の育成や仕組みづくりをするものです。
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６．基本となる施策



(2)次代を担う子どもたちの育成

市は，子どもたちの豊かな感性や情緒等を育むために，主に地域社会や学校等におけ

る文化芸術活動の充実拡大を図るものとする。

［考え方］

次代を担う子どもたちの豊かな人間性を育むため，文化芸術活動の場および機会の充実

等に努めることにより，将来高松を支えるかけがえのない人づくりを目指すものです。こ

こでの「学校等」には，乳児又は幼児を保育する保育所も含むものです。

(3)環境整備

市は，市民等の文化芸術活動の充実に資するため，活動の場および機会の拡充，参加

等のアクセスの利便性の確保を図るとともに規制緩和の実現等に努めるものとする。

［考え方］

ここで言う「場」には，既存施設だけでなくオルタナティヴ・スペース（多目的空間）

の積極的な活用や情報の収集・提供等，それによって市民等の創造・発表・享受の機会の

拡充を図るものであると同時に，規制の主体については，市だけでなく，国や県等他の機

関も想定されることから，国を始めその他機関との調整を図り規制緩和の実現等に努める

ことで，枠を越えた人づくり・ネットワークづくりに努めるものです。

(4)連携協働

市は，文化芸術活動を通して，市民，団体，学校その他の機関および市との間におけ

る様々な協働が活発に行われるために，連携の仕組みの構築を図るものとする。

［考え方］

多様な文化の新たな活路を見出すためには，この多層な社会を形成している最小単位で

ある個人はじめ各異業種間が競合し，協調し，相関することが必要と考えます。そのため

に，市は，文化芸術を媒体とした連携の仕組みづくりに努め，新しいコラボレーションに

よる活気あふれる高松の実現を目指すものです。
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(5)情報の収集，発信等

市は，文化芸術についての情報を国内外から積極的に収集・蓄積し，市民等が互いに

共有し有効に活用すると同時に，国内外に向けて発信するものとする。

［考え方］

国内外の文化芸術についての情報を蓄積し，データベース化するなか，市民等が活用し

やすい環境を整え，また国内外への発信力を強化することで，広く高松ブランドを普及さ

せ，交流人口の増大や人的交流を図り，創造都市・高松の飛躍を望むものです。

(6)交流の促進

市は，世代や地域間を越えた市民等の文化芸術活動の活性化とともに，文化的多様性

への理解や寛容を図るために，国内外の交流促進を図るものとする。

［考え方］

解決すべき多くの課題を引き継ぐ21世紀において，多様性や寛容さこそが豊かな可能性

を生むという観点を持ち，年齢，性別，居住地域，障害の有無，国籍，民族等を越えて，

文化芸術を通して交流することで，地域（ローカル）への自尊心を育てることと，国際化

（グローバル化）することを同時に行うものです。

また異なるジャンルの文化芸術の交流が盛んになることで，新しい文化芸術の局面を期

待すると共に，相乗効果による成長・発展を願うものです。

(7)地域特有の文化の継承と創造

市は，地域特有の文化，伝統芸能，文化財，景観を再検証し，埋もれた資源を丹念に

発掘するとともに，漆芸，石工，盆栽，建築等，継承されてきた資源を活用し，未来へ

と発展的・創造的に継承するものとする。

［考え方］

伝統は創意が連続する中にあり，伝統を継承することと，新しいものを創造することは，

日々の生活と交わり響くことで，互いを補完しあうという考えです。その伝統を他者の眼

差しを持って客観的に再検証することで，連綿と続く地域特有の伝統や技術を尊び，未来

へ持続的に繋げていくと同時に，歴史に埋もれた資源を再発見しようとするものです。過

去や歴史を現代生活へ引き寄せ，今の生活に生きたまちづくりを目指すものです。
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(8)新しい文化芸術の享受・尊重

市は，新しく生み出される今日的な文化芸術が，市民等に理解や享受されるために，

多様な価値観を尊重し，支援するものとする。

［考え方］

第 16 条と呼応する条項。新しい文化芸術の動きに市民等の感受性がしなやかに反応する

昨今の状況を把握する中，現代的な文化芸術のポテンシャル（潜在能力）の高いまち高松

にあって，固定観念に捕らわれることなく，多層的に横断し創造されている今日的な文化

芸術への理解や支援をさらに持続発展させていくことを目指すものです。

昨今，注目されている「現代アート」とは，いわゆる既存の概念にとらわれない表現活

動を言うもので，美術，音楽，ダンス，パフォーマンス，メディア芸術([文化芸術振興基

本法第 9 条]映画，漫画，アニメーションおよびコンピュータその他の電子機器等を利用し

た芸術)等において，日々様々に新しい表現が生まれています。ここでは，それら定義や分

類さえままならない，まだ名づけられないものとしてのアート的な現象も，市として積極

的に支援に努めることを表明しています。

(9)文化的なまちづくり

市は，文化芸術にあふれた魅力あるまちづくりの推進のために，地域間交流等による

文化的な生活環境の醸成や複合的な文化芸術による地域産業の振興を図るものとする。

［考え方］

文化芸術による地域産業の振興によって，まちの個性や魅力に磨きがかかり，住んでい

る人々の幸福感，感性に響く文化的な風土環境が形成されることを目指すものです。

(10)顕彰及び奨励

市は，市における文化芸術の振興に優れた功績のある者等の顕彰および文化芸術活動

を行う将来性の豊かな者の活動の奨励を図るものとする。

［考え方］

香川県同様，顕彰と奨励を分けることにより，若い世代を取り上げるほか，創造都市の

イメージアップについて，今後，振興ビジョン策定過程で議論に挙げていきます。
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すいにｎす推進

(1)振興計画

・市長は，文化芸術の振興に関する施策を総合的，計画的に推進するために必要な事項

を定めた振興計画を策定するものとする。

・市長は，振興計画を策定し，または変更しようとするときは，広く市民の意見や審議

会の意見を聴くとともに，当該意見を反映させるものとする。

(2)審議会

・市長は，基本方針の施策及び変更その他，文化芸術の振興に関する重要事項を調査審

議するため，体制を整備する。

・審議会は，文化芸術に関する専門的な知識を有する者等をもって組織する。

［考え方］

この条例を確実に推進するため，総合的な計画を策定し，計画の推進体制を整備する必

要があります。
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７．推進体制



回 開催日 主な議題

第１回 平成24年 6月22日

・委員長・副委員長の選任について

・高松市文化芸術振興条例(仮称)の制定に関する基

本的な考え方について

・全国自治体における条例制定状況について

・今後のスケジュールについて

第２回 平成24年 7月25日

・前回の議論について

ア)創造都市について

イ)他都市における条例制定後について

・高松市民アンケート結果報告

・条例の構成について

第３回 平成24年10月26日

・前回の議論について

ア)条例項目案

イ)児童生徒および教師へのアンケートについて

第４回 平成25年 1月10日
・前回の議論について

・総則について

第５回 平成25年 2月15日
・総則の修正(案)について

・基本施策(案)について

第６回 平成25年 4月25日
・総則の修正(案)について

・基本施策(案)について

第７回 平成25年 5月30日 ・条例案について

第８回 平成25年 6月27日 ・最終報告について

答 申 平成25年 6月28日 ・市長へ答申
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参考資料

1. 高松市文化芸術振興条例検討委員会の開催状況等



○開催日 平成２５年３月２４日(日)午後３時～５時

○場 所 高松市美術館１F講堂

○コーディネーター

橋本一仁氏(四国学院大学カルチュラル・マネジメント学科教授)

○パネラー 木ノ下智恵子氏(大阪大学コミュニケーションデザイン・センター特任准教授)

小西智都子氏(ROOTS BOOKS代表)

二ノ宮敬治氏(100年サーカス実行委員，「アートでたんぼ」スタッフなど)

○内 容

・検討委員会での検討経過や，内容等についての説明

・パネルディスカッション「市民がアートを楽しむために-これからの文化創造都市たかまつ」

・意見交換

・参加者アンケート

○参加者 ６０名

高松市文化芸術振興条例検討委員会委員長の橋本一仁氏をコーディネーターとし，パネルデ

ィスカッション「市民がアートを楽しむために－これからの文化創造都市たかまつ」を開催し

ました。

パネラーには，同じく検討委員である木ノ下智恵子氏，小西智都子氏に加えて，サラリーマ

ンの傍ら特色あるイベントを企画する二ノ宮敬治氏を迎えました。3 人それぞれのトークか

ら，アートが生まれるクリエイティブな現場を追走できる有意義な時間を過ごせました。

熱くて真摯なフォーラムには，文化芸術に関心を寄せるたくさんの市民が参加くださいまし

た。参加者ひとり一人にとって，アートや文化芸術，また何よりも私たちが暮す「たかまつ」

と相思相愛になる機会だったことでしょう。
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2.文化芸術による「ひと」と「地域」が輝く高松づくり フォーラム



任期：平成２４年６月１日から答申の日まで

（敬称略）

氏名 役職等

委員長 橋本 一仁
四国学院大学社会学部

カルチュラル・マネジメント学科教授

副委員長 村川 永子 高松市生活文化協会会長

委員

（５０音順）

甘利 彩子

(公募)

特定非営利活動法人

瀬戸内こえびネットワーク事務局長

鹿庭 弘百
一般社団法人

街角に音楽を＠香川 代表

鎌田 直子 農村歌舞伎祇園座保存会事務局

北岡 省三 日本工芸会四国支部 幹事長

木ノ下 智恵子
大阪大学コミュニケーションデザイン・

センター特任准教授

小西 智都子 ROOTS BOOKS代表

坂 昭男

(公募)
香川労働基準協会高松支部事務局長

島田 博美 日本バレエ協会四国支部 支部長

佃 昌道 高松大学・高松短期大学 学長

津村 卓 北九州芸術劇場館長

冨田 紀久子

(公募)
グラフィックデザイナー

林 幸稔 建築家

若井 健司 香川大学教育学部教授
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3.高松市文化芸術振興条例検討委員会委員名簿



（設置）

第１条 高松市の文化芸術の振興に関する基本理念，施策の基本的な事項等を定める高松

市文化芸術振興条例（仮称）（次条において「文化芸術振興条例」という。）の制定に

関し必要な事項を検討するため，高松市文化芸術振興条例検討委員会（以下「委員会」

という。）を置く。

（所掌事項）

第２条 委員会は，市長の諮問に応じ，文化芸術振興条例に盛り込むべき事項およびその

内容について検討し，その結果を市長に答申するものとする。

（組織）

第３条 委員会は，委員１５人以内で組織する。

２ 委員は，次に掲げる者のうちから，市長が委嘱する。

(１) 学識経験者

(２) 文化芸術に関する活動を行う団体の代表者

(３) 前２号に掲げる者のほか，市長が必要と認める者

（任期）

第４条 委員の任期は，委嘱の日から第２条の規定による答申の日までとする。

（委員長および副委員長）

第５条 委員会に委員長および副委員長１人を置く。

２ 委員長は委員の互選により定め，副委員長は委員のうちから委員長が指名する。

３ 委員長は，会務を総理し，委員会を代表する。

４ 副委員長は，委員長を補佐し，委員長に事故があるとき，または委員長が欠けたとき

は，その職務を代理する。

（会議）

第６条 委員会の会議は，委員長が招集し，委員長は，会議の議長となる。

２ 委員会の会議は，委員の半数以上が出席しなければ，開くことができない。

３ 委員会の議事は，出席委員の過半数で決し，可否同数のときは，議長の決するところ

による。

４ 前項の場合において，議長は，委員として議決に加わることができない。

５ 委員長は，必要があると認めるときは，関係者の出席を求め，その意見を聴くことが

できる。

（庶務）

第７条 委員会の庶務は，創造都市推進局において行う。

（委任）

第８条 この条例に定めるもののほか，委員会の運営に関し必要な事項は，委員長が委員

会に諮って定める。
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4.高松市文化芸術振興条例検討委員会条例



附 則

１ この条例は，公布の日から起算して３月を超えない範囲内において規則で定める日か

ら施行する。

２ この条例による最初の委員会の会議は，第６条第１項の規定にかかわらず，市長が招

集する。
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